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つくばで開催の科学の甲子園全国大会（ 3月21日(金)～24日(月)）へ

県立土浦第一高等学校が12年ぶりに出場！
39チーム243名参加の科学の甲子園茨城県大会を勝ち進む

昨年11月14日(土)に行われた科学の甲子園茨城県大会で茨城県立土浦第一高等学校が優勝し、
全国大会の切符を掴みました。
報道機関の皆さまには、全国大会に向けて奮闘する生徒の様子をぜひ取材いただきますよう

お願い申し上げます。
なお、詳細につきましては、下記問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。

【第14回科学の甲子園全国大会開催概要】
●日 時 令和７年３月21日（金）～24日（月）

３月21日（金） 開会式、オリエンテーション、筆記競技
３月22日（土） 実技競技
３月23日（日） エクスカーション、表彰式、ブース展示、フェアウェルパーティー
３月24日（月） 解散

●会 場 つくば国際会議場（実技競技以外）、つくばカピオ（実技競技）
●出場チーム 都道府県大会を勝ち抜いた代表校47チーム
●大会の詳細 https://koushien.jst.go.jp/koushien/index.html#topOverview

●本件に関するお問い合わせ
茨城県産業戦略部技術振興局科学技術振興課
TEL：029-301-2532（竹内、横山）

土浦第一高等学校の特徴
１．学校の特徴
土浦市にある創立127年の伝統をもつ高等学校で、「高い知性」の修得と「豊かな人間

性」の涵養に努め、「社会の役に立つ人材」の育成に取り組んでいます。また、米国での
世界水準の研究を体感する海外研修「Science Explorers Group」をはじめ、科学実験講座など
の科学に親しみ、好きになるきっかけとなる企画を複数実施し、本校OBの諏訪理さん
（JAXA宇宙飛行士）のように世界の舞台で活躍する人材の育成にも取り組んでいます。
２.科学の甲子園全国大会にむけて
「科学の甲子園全国大会」は12年ぶり、３回目の出場となります。全国大会に出場する

選手は「探究心に基づく粘り強さ」が強みで、県大会でもその力を発揮し、見事優勝に導
きました。全国大会では、向上心と行動力を持ち合わせたチーム力の高さを活かして上位
入賞できるよう、日々練習に励んでいます。


